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編集後記･･

命今月号も所外から多くのご寄稿をいただきまし

た.当所鉱床部OBの井上さんには,西オｰストラリ

アの塩湖に産する様々な鉱物の奇妙な産状のお話

を,多くの写真とともに寄せていただきました.同じ

くOBの石原さんには,アメリカ西海岸の巨大な花商

岩バソリスについて解説していただきました.北海

道日高町からは,新たに尉館された日高山脈館の紹

介記事を,学芸員の小野さんが執筆して下さいまし

た.

妙高等学校の地学部紹介はその3,静岡県立浜松

北高校地学部です.1997年度に環境庁長官賞受賞

にかがやいた｢東南海地震による御前崎地域の被害

と地盤｣の研究を中心に紹介されています.仮説を

立て,それを検証するための調査,様々な実験が,

高校生により次々に行われていく様子が描かれて

います.

命丸井さんと木山さんは,海岸近傍に地下水観測

用の井戸を掘り,そこから得られた様々な物理検層

のデｰタに基づいて塩水と淡水の境界を調べた結

果を報告して下さいました.降水量の多いわが国で

は,海岸近傍の海底に地下水がわき出ていて,揚水

による地盤沈下の心配のない都市部隣接型の新資

源として期待されているのだそうです.

命以前から気になるところがあって,書店で見かけ

た岩波新書の｢日本語練習帳(大野晋著)｣を買っ

てみました.出ていました.長々とした文章を,はっ

きりした意味もなくつないでいる｢が｣.｢が｣には,そ

こで文章を切って,｢しかし｣で置き換えることがで

きる｢逆接のが｣もありますが(この｢が｣がそうです),

そうではなくこれは｢一種の留保･抑制を意味して

いる｣とありました.この種の｢が｣は,会合での挨拶

や発言の様に,一人が長々と話す言葉の中に多く

現れてきます.これを多く使うのは地質屋さんに限

らないかも知れませんが(この｢が｣は留保ですが,

逆接とも言えます),物事を記述しているときにも,

意識していないとついつい使ってしまいます.気に

しはじめると,他人の文章の｢が｣は大変気になるよ

うになります.｢日本語練習帳｣では,｢『が,』を使う

な｣とありました.原稿の推敲の際,心掛けてみると

よいかもしれません.

命さる6月,前編集委員長の有田さんが工業技術院

長賞を受賞されました.対象となったのは｢日本周

辺大陸棚の海底細骨材資源の研究｣です.有田さん

は,昭和49年に地質調査所に入所されて以来,一

貫して海底堆積物の研究を続けてこられました.堆

積物の採取方法から始まって,その処理や分析方法

の工夫,堆積物分布図の表現方法,海底の細骨材

(砂利)資源の評価を分かりやすく表示する方法等

など,有田さんのアイデアによる様々な工夫が海洋

地質部の仕事の中に息づいています.おめでとうご

ざいます,アイデアマン,有田正史さん.

(湯浅真人)
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